
ヒゲナ力力ワトビケラ科幼虫の消化管内容物*

西 村

Noboru. N I S H I M U R A  Gut Contents of Net -spinning Caddisfly Larvae 
(Stenopsychidae ;  Trichoptera) 

1= 1 本庄のヒゲナプJ カワトビケラ科i土、ヒウナカカワト
ピケラ ')'tenoρsychc ，午、ヒゲナガカ

ワトヒケヲ Parastenll戸、ychc sautcri の 2稀である J 両

手'ffとも山陰地方の川の渓流・ '1'流域t二おける俵 IJi僚であ
る) とは、 今ま- ( : の* 告で述へた (['可村1960はカ，)。 幼
虫は燥の| 尚t二制を振って巣をつくり、流 Fずるc !etritu邑

河川比虫の食 Itiふっし、ては、 Mlltt kowski. Slllith 
(1929)、Jones (1949) 等じより) ム布自な研，ピカなされて
L るc また Hobby (1932) は!ili食性昆虫の食性の決足
条件につして述べ、 Slack (1936) は分類学上の位i品、
身体各部の構造と食性との関係ιつL 、て検討してし、る。

)j々t二心から感謝申し上げる仁

調査場所と方法

以生昆虫と着生1集室riは1956年 8 月下旬、兵庫県円山川
源流域の“大久保¥ 渓流域の“関宮" および中流域の
“八鹿いの 3地点で採集したけ採集地点の珠境概要、昆
虫相なとはすでに報告した( 西村、 1957)。野外におけ
る生物の係集は著者従米の方法によったー( 西村、 1957
ほか)。 採集した昆虫は室内に拍ち帰り、双阪実体; 顕微
鏡子で解剖して消化管内: 併物を取り出したν 泌類はさら
に高倍率のMJ l 微鏡で繰り返し観察し、種名を If-iJiどした。

調査結果

Hynes (1941 ) は! 成長段階によって食性が変化すゐょ |  今|日lは“以l笛" の例のみ述べ、他の地点のようすは省
とを報告してL るυ 河川此虫の食物| 羽係につL ては、 | 略する u

Jones (1949)、津出ほ泊， (1953)、津fJl ・広( 1955)、上 底生昆虫の生息場所付近の着生藻類相
1I1 (1956) 等の報告カある 広義類につL ては根来博士( 未発表) の ζ厚意μよる)
造網型昆虫の食性は、 '1'111 (1952) がシマトビケラ手1 I  採集したものの種名( または属名) のみ示す。
ιつL て、 1¥高t告記占話j桔稲j 0 9 5叫ω4心) 泊が、ヒゲブカカワ卜ビケラ科と 何凶a叫)藍漆類、 O“川川fμ11μυωt仰O仰r川i
fπfち¥'dかFψ、¥りeYtυ/ZC ulme何r打/ fι斗つC'て報告しし、 上 1I山I1 (1956ω) の |  ぷ説t/ぽgeωoc/oω削111川uυ川/1川n s勾p-，οed白ogo仰開nium sp.， Chaetomoゆ/1{/
報告じも扱われてL ゐ sp.，Rhizoclonium sp.， Scenedesm吋 sp_，(c)接合株主氏、
食性は H o b b y (1932) も指摘してL るように、 (1)昆 |ιωmarium sp.， (d)凶藻類、 Jl!lelosira uarians，均 n e d m

虫の形態、 (2)摂食方法、 (3)生息場所の生物相、 (4)選食性 I  ulna， S. vauchertae， Cocconeis ρfαcentula， Achllrm 
の有無なとし、くつかの条約に左右されるし、食物の量、 I  t幼Jzeωsα1汐'fi川川3月11ωs， A 仰，仰ulωαtωa， A. d仇elμlC印αt似ula， fο y  

昆虫の) 成兆版長段階、季節必どω よつて変化するものであ |  ふゆ判ρ川h仰削t川αC印uげn附 a，伽ノ山刷iculμtα1 C削'/九，N . g印ωωωlis，N 川一
るカか、らJ比U:に一復雑である I dula. ι可'ymbella cxc/sa，ι tω'gldulα， ι uentricoおどん

では値物質を食ってL 、るヒゲナカカワトヒケラ科 |ι‘ tumida， C  ρj山 tata，Nitzsι11/αlineari 5， N. Tα!cu， 
幼虫の最も単純な食性、民IJち'1 忠弘月IT付近の燦着生i業主n I  N .  subtilis. N .  obtuS(/， N.  hantz日正 h w n a， Surirellu 
のはとんとすJ ¥ての極類か消化符IAJ 、う iαnguslalfl， 
1つの例を報告しておきたし、( 食けにつしての斜、 fT考 2  ヒゲナカ力ワトビケラ科幼虫の消化管内容物
燃は民IJ報でfJーなう-[ -疋 51川 ψsychc griscitcJlnisとP a川 slenυρ".¥'('11(' sal-l!c l'/ 
id}三i二あたり、日頃 ζ指導1 l !¥，てL 、る森主一教1;2 ( 五幼虫それぞれ101同体ずつの 消化管内紛物を第 1去と治

大、大津F4，II/J実験所) 、津111払'1'1'14立花( 奈艮女子大).出 2表tむ j、Lた J 夫IJ.らわカる主な事項は次の通りであ
釘{の右手名 IIij'人ヒιつL て」教示 JI'!君、 本1t}こl;fH乞+:(，(!I、:.，: tllS で. うそ食物の60
I!に恨米(建ーもJ¥J'l I，i 1: (小、火、/、 ii'l:i，:;i，'li実験所) 、 JJ. I山

-A;ぺ JII!宇部動物:;主教去にlすl由留学中l己行むつ 1: :，ので J，ら Q 留学号l刊されf兵庫県教育安員台なりひに京大動物学教室1 I 乙厚くむ礼
[11しJ:I'fるU

、河， 1、2  IJ主(数に:li'JW)i，:.，ろ fーめん
)で、{也は動物可でj'，勺 "I-U'-'.J品川の生物相主ll!
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(2) Stello戸s)'clzc griseltennis は detritus に次L 、で小型
珪藻の Synedra 叩 IIcheriae? を多く食ってL 、る。(的l'可
種とも大型珪藻の礼fcloslra uμrwns を食ってL るのが
11立つが、本極は〕の地点の第 11岩出極であ 0 0 (4)悦物
葉を食ってL 、るものカゐらは d巴tnlus がはとんど見11:せ
なかった( 1 個体のみ) (5)採集藻類30種の中で消化管内
より見出せなカミったのは、 11燥の Cymbella ρrostata と
藍藻のOscillatoria sp の 2積のみであったc (6)t1'藻の
Terpsinoe triquelra はよt虫2011州休中1 j I国体泊 hら見11: L  

たのみである (1口j繊のことを中川1 (1952) も指摘 L てL 、
る)ッ
ヒゲナガカ，/ トヒケラ科幼虫の食性tょっL、て要約する

と、 (a，ffi ' i 物質のみ食う( 1  fi，'，j休に小川UJ物J i を見 11: L た
カ、-::. JLは流 l、物i まぎれーんだのであんう) コ (b) 藻類
μ刻する選食性は認められな" (ci食物|人jみは stage カ}
l'iJ じならどの個体も大きな差泊、なL 、4 となとであるr

fJ1食弘、摂食活動につL 、ては、 ;a1J勢( 1959)、 西村・
大11'，(1958) の報告があるので木材jでは』れなカ} った(
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Note) Collecting station sekinomiva， (rapids) Collecting (late :  Aug. 25， 1951i， 
v  v日ry rare， r: r日rE、， 1: few C  c o m m o n  A 日bundant
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Gut contents of Parastι'notsyche sαuteri larva 

Gut contents 
I3acillariophyta 
iVle!osia 11仰 w n s

2. Table 
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CoccIJlleis ρlαcClllll!a 
AC!lIlanlhes sp 
RllOicosti!n u a  ClIlTlIta 
N O {licu!a 印川
N a /Jicu!αs p  
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Conj l1gatae 
Cosmarilllll Sp 

Chlorophyceae 
ScenedeS1nllS Sp 
Stigeαcloniu1n sp 
Oedogoniu1n sp 
Chaeto1northαs p  
Rhizocloniu1n sp 
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Detritl1s  
Leaf fragments (plants) 

'f'川iりJ :  1注水制r，16， (1952) 
j!g十I波 11生態会;;'-li.， 6 ， (1957) 
jJLi村主主 1I生態会誌， 10， (1960) 
IJ!.j村主主・大串竜一 8 ， 
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